


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　私は元仲間と東京や大阪で飲む機会が多い。先日の
飲み会で「お前はどこに住んでいる」と聞かれ「野田
に住んでいる」と答えた。「あぁ、あの野蛮な野田
か！」と言われた。そう！あの小学生の虐待のこと
だ！。くやしい！残念だ！。
　現在、ボランティアで学童保育の手伝いをしている。
当初、手に負えぬ暴れん坊がおり「こんなルールなん
かクソくらえだ！俺のルールでやる」とやりたい放題。
この子には手を焼いたが今ではとても懐かしい。また
ある時、子供から「先生はウソつき」と言われた。一
緒に遊ぼうとせがむその子に「今やっている事が終わ
り、時間ができたら遊ぼう」と言ったのだが、その子
には「時間ができたら」ということは消え去り「遊
ぶ」という事だけが残ったようだ。子供には条件付き
や抽象的表現はやめ、かつ真剣に聞き真剣に話すこと
の大切さを教えられた。
  またある時、１＋１＝２が出来るのに１＋２＝⬜の

答えを教えてくれと執拗に迫られた。よくよく聞くと、
全ての答えを暗記していることが分かった。そこで、
絵でダンゴ１ヶと１ヶで２ヶ、これが１＋１＝２だよ
と教えた。その後、その子は全ての加算、減算を自分
で出来るようになった。子供に分かる方法で教えるこ
との大切さを知った。子供の目線に立ち、決めつけず、
頭から叱らず、押しつけず、根気よく何度も！。
　子供には無限の能力と可能性がある！。それを見つ
けてやること！。私もこの齢になって子供から教えら
れた。子供は宝物だ！、子供は大好きだ！。

幼い命を大切にしよう！
羽賀 溥


